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人はきれいなまちをみると、何となく生活しやすそうなイメージを抱くもので

す。その一方で、人の気配を感じないまちや、ゴミが空き地や路肩などにちらかっ

ているまちは、言いしれない不安な気持ちを抱いてしまうこともあるでしょう。実

はこうした人間の心理が地域の防犯に大きな影響を与えています。今回 割れ窓理

論という考え方やまちの清掃と防犯、また地域の活動から見える犯罪抑止について

考えてみることにしましょう。 

 

“割れ窓理論とは？

 

 

まちの清掃・地域活動が犯罪率を下げる     

地域住民や警察

による見回り・

市民パトロール 

＊割れ窓理論：たった 1 枚でも建物の窓ガラスを割れたまま放置しておくと、そ

の建物は管理されていないと思われて割られる窓ガラスが増え、いずれ地域全体

が荒れてしまうという理論です。 

交通安全見守り・交

通安全市民総ぐるみ

運動（街頭啓発） 

花壇整備・街路樹

ます花壇制作・春

夏秋の清掃運動 

家庭の玄関にス

テッカーや防犯

の旗 

教育場面でも、小さいルール違反や問題を見逃さないことが重要であるという点

で、割れ窓理論が応用されています。掲示物が剥がれている、壁に落書きがあるよう

な環境を放置していると、次第にモラルが低下し、学校の備品や建物が壊される可能

性もあります。そのため、小さなルール違反であってもすぐに注意、指導することに

よって、学校内の雰囲気やモラルの低下を予防し、大きな問題へ発展するのを防ぐこ

とが重要と考えられています。また、いじめ問題においても同様です。生徒のちょっ

とした意地悪な言動が見られたときでも、放置することなく指導することで、いじめ

へと発展するのを防ぐことにつながるとされているのです。 

 

市民の皆さん一人ひとりが防犯の意識を持ち、対策を行うことで、身近な犯罪空

き巣、ひったくり自転車盗など街頭の犯罪を封じ込める効果があります。さらに地

域や団体で防犯活動に取り組むことで、地域で起きる犯罪を未然に防ぐことができ

ます。現在、栄東地区でも、日々地域の安全を守る活動に取り組んでいます。 

 

 

≪中学生編≫ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

犯罪原因論と犯罪機会論 

 犯罪理論は、人に着目して考える「犯罪原因論」と、場所に着目して考える「犯罪機会論」

という考え方があります。その主な違いは次のとおりです。 

■犯罪原因論 

犯罪は人が起こすものです。犯罪原因論は、犯罪者の心・人格や劣悪な環境などに犯罪の原

因を求め、それを取り除くことによって、犯罪を防止できるとしています。主として、罪を犯

した人をどう立ち直らせるかといった更生の分野を担っています。  

■犯罪機会論 

犯罪機会論は、犯罪の機会を与えないことによって犯罪を未然に防

止しようという考え方で、犯行に都合の悪い状況を作り出すことで、

犯罪を防ごうというものです。前頁の割れ窓理論は、この考え方に沿

ったもので、主に防犯分野を担っています。 

私たちの生活で特に身近な犯罪抑止要素は、３つあります。犯罪の

標的になりにくくする「抵抗性」、犯行しにくくする「領域性」、犯罪

が目撃される可能性の「監視性（みえやすさ）」の3 つです。 

具体的な例では、自転車に２つの鍵をつけるツー・ロックや襲われ

たときに鳴らす防犯ブザーは、「抵抗性」を高めます。 

また、「領域性」の例では、境界を設けて犯行をしにくくする学校の

門やフェンス、人を感知して照明を照らすビームセンサー、侵入警報

器など、標的への接近を妨げます。 

「監視性」の例では、目撃性を高める防犯カメラ、防犯パトロール、

あいさつ運動などがあり、地域の人に見られやすいと感じさせ、犯罪

をためらわせる要因になります。犯罪防止の面では、町内会など、地

域の役割が大きいと言えましょう。 

 

抵抗性 

 
領域性 

 
監視性 

月　日 時　間 行　　事　　名 対　象
申込有無

・参加費 問 合 せ 先

毎週 水・金 18：00～21：00
(中学生は19:00まで)

ひのまる児童会館
752-1551

毎週 火・金 18：00～21：00
(中学生は19:00まで)

栄西児童会館
752-8363

毎週 火・木 18：00～21：00
(中学生は19:00まで)

丘珠たから児童会館
784-8095

毎週 火・木 18：00～21：00
(中学生は19:00まで)

栄西小はんのき児童会館

768-8883
栄西小はんのき児童会館

11月の予定（11月10日～12月9日開催）

場　　所

中高生夜間開放事業
　「ふりーたいむ」

ひのまる児童会館

中高校生
（登録カードが必要です）

申込なし

無料

栄西児童会館

丘珠たから児童会館

児童会館中高校生夜間開放 『ふり→たいむ』
初めて利用するときは、受付で申込書を書いてもらうので

「生徒手帳」を持ってきてください。

申込書を記入すると「利用者カード」が発行されます！

※２回目からは忘れずに「利用者カード」を持ってきてね。

利用者カードを作った会館以外にも遊びに行けますよ！

※「利用者カード」は全館共通で利

用が可能です。

※中学校の夏・冬・春休み期間、ふ
りーたいむはお休みです。

※体育室利用の場合は上靴を持参し
てください。
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